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医療事故情報収集等事業第 72 回報告書の公表について 

 
 医療行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

医療事故情報収集等事業につきましては、平成 16 年 10 月から、医療機関から報告さ

れた医療事故情報等を収集、分析し提供することにより、広く医療機関が医療安全対策

に有用な情報を共有するとともに、国民に対して情報を提供することを通じて、医療安

全対策の一層の推進を図ることを目的として実施しているところです。今般、公益財団

法人日本医療機能評価機構より、第 72 回報告書が公表されましたのでお知らせします。 

本報告書における報告の現況等は、別添１のとおりです。また、別添２のとおり、再

発・類似事例の発生状況等が報告されています。 

貴職におかれましては、同様の事例の再発防止及び発生の未然防止のため、本報告書

の内容を御確認の上、別添の内容について留意されますとともに、貴管下の医療機関等

に対する周知をお願いいたします。 

なお、本報告書につきましては、別途公益財団法人日本医療機能評価機構から各都道

府県知事、各保健所設置市長及び各特別区長宛に送付されており、同機構のホームペー

ジ（https://www.med-safe.jp/）にも掲載されていますことを申し添えます。 

 
（留意事項） 本通知の内容については、貴管内医療機関の医療安全管理委員会の関係者、医療安

全管理者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医療放射線安全管理責

任者、医療安全管理責任者等に対しても、周知されるよう御配慮願います。 
 

https://www.med-safe.jp/


       

医療事故情報収集等事業 第72回報告書のご案内

１．集計報告（対象：2022年 10月～12月）

（１）医療事故情報収集・分析・提供事業

2022年
合計 事故の概要

2022年10月～12月

10月 11月 12月 件数 ％

報告義務対象医療機

関による報告件数
356 336 467 1,159

薬剤 82 7.1

輸血   5 0.4

参加登録申請医療機

関による報告件数
70 44 59 173

治療・処置 358 30.9

医療機器等   41 3.5

報告義務対象

医療機関数
274 274 275 ―

ドレーン・チューブ 74 6.4

検査 50 4.3

参加登録申請

医療機関数
878 882 883 ―

療養上の世話 377 32.5

その他 172 14.8

（第72回報告書 14頁参照） 合計 1,159 100.0

（第72回報告書 15頁参照）

（２）ヒヤリ・ハット事例収集・分析・提供事業

  １）参加医療機関数 1,330（事例情報報告参加医療機関数 691施設を含む）

  ２）報告件数（第72回報告書 18頁参照）

①発生件数情報報告件数：251,856件

     ②事例情報報告件数：7,028件

２．事例の分析

今回、「分析テーマ」で取り上げたテーマは下記の通りです。

（１）ダブルチェックに関連した事例 【22～49頁参照】

（２）シリンジポンプの単位の選択に関連した事例 【50～62頁参照】

３．再発・類似事例の分析

これまでに、「分析テーマ」や「医療安全情報」として取り上げた内容の中から再発・類似事例が報告されたテ

ーマを取りまとめています。今回取り上げた再発・類似事例の分析のテーマは下記の通りです。

（１）人工呼吸器の回路接続間違い（医療安全情報No.24） 【69～78頁参照】

＊詳細につきましては、本事業ホームページ（https://www.med-safe.jp/）をご覧ください。

表1 報告件数及び報告医療機関数 表2 事故の概要

https://www.med-safe.jp/


ॻ　 本事業では、 報告 において分析対象と なるテー を 設定し 、 そのテー に関連する事例を まと めϚ Ϛ

౼ݕ ॻ औ ◌্�て分析、 を 行っ ている。 また、 こ れまでに報告 で分析テー と し て り た事例の中から 、Ϛ

ʮ ʯ ʮ ʯಛ に周知す・ き 情報を 医療安全情報 と し て提供し ている。 こ こ では、 提供し た 医療安全情報

 ◌ྨ औ ݅◌の 発・ ・ 事例の報告 ・ について り まと めた。

ॻ　 本報告 の分析対象 間に報告さ れたʮ ʯ  ◌ྨ
医療安全情報 の 発・ ・ 事例のλイ ト ルは4 あり 、

ʮ ྨ◌ࢭ  ◌ෳ ݅◌  ݅◌・ は 6であっ た。 こ のう ・ 、 ・ の事例が ・ 報告さ れたのは、 No.14 ɿ 薬 の中 の・ れ

Ԇ ݕ ʯखज़によ る ・ の  ʮ ᶃ ʵ ʵ ʯखज़ ଘ、 No.152ɿ ・ のガーθの・  ガーθカ ・ ン ト がそれ・ れ4

ʮ  ʯ ʮ ᶄ ʵ◌ྔ ըখ ഒ खज़ ଘ ઢ ૾ ݅◌ 、 No.2 ɿ ・ への薬10 間ҧ い 、 No.153ɿ ・ のガーθの・  9 の確認

ʵ ʯ ʮ ݺ ʯ࿏ճ ֎ਓ ଓ  ݅◌、 No.16ɿ 工   の の・ れ がそれ・ れ 3などであっ た。

ͨ Ε͞ ʮ ʯ◌ྍ◌ શใ ใ◌݄  ݄◌・ Β ʹ ҩ ・ ͷ  ◌ྨ ◌ྫ◌ൃ ɾ ・ ・ ͷ  ใ  ݅◌ ・

/ o λΠτϧ ఏ   ݅◌  ݄◌・ ・

/ o

/ o

ྔ◌ ޡ 
Π ε ・ϯ Ϧ ϯ ͷ

ྔ◌ ޡ  େ◌ୖ ใΠ ε ・ ʢ ）ϯ Ϧ ϯ ͷ
2006年 12月

2012年   5月

/ o

/ o

ࣨ ݕ  ੑ ମ ଐ. 3 I ・ ・ ʢ  ・ ・ ） ・ ・ Έͷ ͳ Ͳ ͷ
ࣨ ݕ  ੑ ମ ଐ େ◌ୖ ใ. 3 I ・ ・ ʢ  ・ ・ ） ・ ・ Έ ʢ ）ͷ ͳ Ͳ ͷ    

200年   月

2014年   月

/ o

/ o

ޡ    ༌ ◌ऀ  ◌݂・ ͷ
ޡ    ༌ ◌ऀ େ◌ୖ ใ ◌݂・ ʢ ）ͷ

200年 10月

2016年   1月

ҧ ͬͨ ଓ/ o  Χς ʔ ς ɾ υ ʔ ・ ・ϧ Ϩ ϯ ͷ 2008年   1月

Ε ͨ  ҧ ͑ༀ४ උ औ/ o ・ ・  ʹ Γͷ 2008年   2月

 ҧ ͍◌ྗॲ ◌ೖ ୯◌ํ/ o Ґ  ͷ ͷ 2008年 10月

ݺ ҧ ͍࿏ճਓ ଓ  / o ・   ・ͷ 2008年 11月

 ҧ ͍ༀ ◌ྔ  খ ഒ/ o ・ ・ ͷ 200年   4月

/ o

/ o

ʮ ʯ ʹ ͨ͠ ݺ ։ਓελ ό Π ・   ・ ・ Εϯ ͷ
ʮ ʯ ʹ ͨ͠ ݺ ։ਓ େ◌ୖ ใελ ό Π ・   ・ ・ Εʢ ）ϯ ͷ

200年 12月

2018年   2月

ༀ ෆ ◌े/ o ・ ・ ・  ・ͷ ͳ 2010年   2月

༻ਗ਼ ১ ই/ o λΦ ʹ ΑΔ・ϧ 2010年   月

ҧ ͑ൈ◌ ෦ औ/ o ・ Ґ Γͷ 2010年 10月

ݕ ҧ ͑ཧප அ ମ औ/ o ・ ・ Γͷ 2011年   4月

։ମ  ◌ൃ త ൈ◌  ม  / o Ґ ・   ɾ   ・ ν ʔϡ ϒͷ ͷ ͳ 2011年   5月

/ o

/ o

/ o

P5ޡ  Pγʔ τ ҿͷ
ޡ  େ◌ୖ ใP5 Pγʔ τ ҿ ʢ ）ͷ
ޡ  େ◌ୖ ใP5 Pγʔ τ ҿ ʢ ）ͷ

2011年   8月

2013年   月

2021年   8月

༻ ྾Լൽ அ/ o ʔ τ Χς ʔ ςϙ ϧͼ ͷ 2011年   月

͍ ѻ   ޡ◌ి  औ ই/ o ε γ Γ ʹ ΑΔ・ϝ ϖ ϯ ϧ ͷ 2011年 10月

 ͕ ͨ͗ա ◌ޮ༗ ༧ छ छ/ o  ・ ・ Ϋ ν ・ϫ ϯ ͷ 2011年 11月

/ o

/ o

 ༻   ༀ ༩ซ ・ͷ ͷ
 ༻   ༀ ༩ େ◌ୖซ ใ・ ʢ ）ͷ ͷ

2011年 12月

201年   8月

/ o

/ o

 ը ૾ அ ॻ  ෆใ・ ・ ・ͷ
 ը ૾ அ ॻ  ෆ େ◌ୖใ ใ・ ・ ・ ʢ ）ͷ

2012年   2月

2018年   5月

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ˙

ᶚ  ◌ྨ ◌ྫ◌ൃ ੳ　 ɾ ・ 事 の ・

–  –
医 療 事故 情 報収 集 等 事業 　 第 7 2 回報 告 書



/ o λΠτϧ ఏ   ݅◌  ݄◌・ ・

खज़ޫ◌ ݯ த ઌ ই/ o ί ʔ υ ・ ʹ ΑΔ・ͷ ͷ 2012年   月

/ o

/ o
◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই・ Χς ʔ ς ʹ ΑΔ・ϧ

◌ླཱྀᡦ ஔ ಓ ଛ ই େ◌ୖ ใ・ Χς ʔ ς ʹ ΑΔ・ ʢ ）ϧ

2013年   月

2018年   月

ӷ ࿏ճޡ   ։ ◌์  / o ・ ・ ・ υ φʔ δ Λ Δ ΓϨ ͷ 2013年 10月

ॲޡ    ෆ ◌े◌ํ/ o ・  ・ͷ ͳ 2013年 11月

◌ྨಈ  ◌ൃ త ൈ◌  / o Ҡ ・ υ ʔ ɾ ν ʔϨ ϯ ϡ ϒͷ ͷ ͳ 2013年 12月

ޡ    அ/ o ・ ・ Έ ʹ ΑΔΧς ʔ ς ɾ ν ʔ ・ϧ ϡ ϒ ͷ 2014年   5月

 ҧ ࢍ ͑ ૠ ◌ೖ औ/ o  υ ʔ ・ ӈ ΓϨ ϯ ͷ ͷ 2015年   2月

 ҧ ͍ༀ ༩ ࿏ /ܦ  o ・ͷ 2015年   4月

ࢦࣔ  ͍ ҧ ޱ ղ಄ ऍ  / o ͷ 2015年   5月

։ખ◌ํ  ด/ o ・ ・ Εͷ 2015年   8月

 ҧ ͍ༀখ ௐ/ o ・ ・  ͷ ͷ 2015年   月

࿈བྷ
/ o ύ χοΫ ・   ・ Εͷ ͷ 2016年   2月

ଞࢪ ◌ઃ� ৯ छ ෆใ  / o Β ・ ・ ・ͷ ͷ 2016年   8月

ༀޡ    ༀ ༩ද   ◌ೖ� �◌໊/ o ・ ・  ʹ ・ͷ ͳ ͷ 2016年 11月

ͨ͠ࢧ͑ ʹ  ◌ऀ స/ o Φʔ ό ʔ ς ʔ Λ ・ϒ ϧ ͷ 201年 11月

ࢍ  ։େ◌  ◌์/ o  υ ʔ ・Ϩ ϯ ͷ ͷ 201年 12月

ཧපݕ ମ ఏ ग़ະ/ o ͷ 2018年 11月

ࢠ ֎◌ं ই/ o Ҝ οτ ετʹ ΑΔϑ Ϩͷ 201年   2月

ࢭ  Ԇༀ ݕ த खज़/ o ・ Εʹ ΑΔ ɾ  ͷ ͷ ͷ 201年   4月

ᶃ ʵ ʵखज़ ଘ/ o ・ Ψʔ θ ・  Ψʔ θΧ・ τϯͷ ͷ 201年   月

ᶄ ʵ ʵըखज़ ଘ ઢ ૾  / o ・ Ψʔ θ ・  9 ・ͷ ͷ ͷ 201年   8月

ࢠ ҧ ͍༻◌ి  ◌ऀ  / o Χ ς ・ ・ϧ ͷ 201年   月

த ৺ ੩ ଘ / o Χς ʔ ς ΨΠυ Π ʔ ・ϧ ϫ Ϡͷ ͷ 2020年   月

Ԍ   ◌ྍԽ Խ◌੍  ੑ໔ ๏ /ܕ o Ӹ ・ ɾ ʹ ΑΔ#  ・ Π εϧ ͷ 2021年   2月

ݺ ࿏ճ ֎ਓ ଓ/ o ・   ・ Εͷ ͷ 2021年   月

Ί ͨԹ ই/ o λΦ ʹ ΑΔ・ϧ 2022年   8月

◌ྍ  ࿈   ഭ ই/ o ҩ ʹ ΑΔѹ ・ 2022年 11月

 ॻ　 本報告 では、 分析対象 間に報告さ れた 発
◌ྨ औ ◌্�・ ・ 事例のう ・ 、 医療安全情報No.24で り

ʮ ݺ ʯ  ࿏ճਓ ଓ ◌ৄた 工   の ・ 間ҧ い について、 事例の を 紹介する。

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ˙
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̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ ◌ྍ◌ ճਓ ଓ  શ ใ /・   ・ ʢ ҩ ・ o ）ʲ ͷ
ʢ ̍  ঢ়  ใ）

ʮ ݺ ʯ࿏ճਓ ଓ　 医療安全情報 No.24 工   の ・ 間ҧ い ݺ ࿏ճਓ（ 2008年11月提供） で、 工   の

ҧ ͑ଓ・ を 間 た事例について・ ҙ ޙ     ◌ެճ ճॻ දし た。 その 、 第24 報告 （ 2011年3月 ）、 第42 報

 ◌ެ ◌ྨॻ ද告 （ 2015年 月 ） では、 分析対象 間に ・ の事例が報告さ れたこ と から  ◌ྨ
、 発・ ・ 事例

ঢ়  औ ◌্�の発生 で り た。

 ճ ॻ　 、 本報告 の分析対象 間  ◌ྨ  ݅◌（ 2022年10月ʙ 12月） に ・ の事例が 2報告さ れたため、 び

ճऔޙ  ◌্� ॻり る こ と と し た。 第42 報告 の分析対象 間 の Ҏ  ◌ྨ ߱◌2015年 月 に報告さ れた 発・ ・

ᶚ ʵ ʵਤ ද ๏   ݅◌事例は であっ た（ 1 1）。 なお、 ・ 素療 ・ （ ハイ ロ ーセラ ーϑ ϐ  ਓ） を ・ し た 工

ݺ ߴ ྔ◌ྲྀ◌ ඓ ଓ  ݅◌  への カ χュ ラ の・ 間ҧ いの事例が 1 まれている。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍ ʮ ݺ ҧ ͍ʯ  ࿏ճਤ ද ਓ ଓ  ใ  ݅◌ɹ ・   ・ ・ͷ ͷ
 ߹ ݄◌  ݄◌  ݄◌ ʙܭ◌݄  ʙ ʙ ʙ

・ 0 0 0

・ 0 0 0 0 0

・ 0 0 0 0 0

・ 0 0 0 0 0

・ 0 1 0 1 2

・ 0 0 1 0 1

・ 0 1 2 1 4

・ 0 0 0 2 2

ᶚ ʵ ̍ʵ ̎ ʮ ݺ ҧ ͍ʯ◌ྍ◌ ࿏ճਤ ද શ ਓ ଓ  ใ /ɹ ҩ ・ o ・   ・ͷ

　 　

　

　

　

　

　

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙
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ʢ ̎
◌ྫ ◌ྨ

） ・ ・ͷ
ݺ  ༰ݺ ◌ྨ ৽ ਓ ४ උ໘　 事例に さ れた・ から 発生場 で事例を 分 し たと こ Ζ、 たに 工   を し た・ に

࿏ճݺ ଆ  ଆ ଓ  ݅◌ の  と を  に・ し た事例が 5と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̏ ◌ྫ ◌ྨਤ ද ɹ ・ ・ͷ

ҧ ͍ ༰◌ൃ ੜ ଓ  ໘・ ・ ・ͷ  ݅◌ ・

৽ݺ ਓたに 工   を

४ උ し た・
ݺ ݺ ࿏ճݺ ଆ  ଆ ਓ ଓ の  と を に 工   に・ し た 5

ൖݺ ૹ ਓ用 工   に

มࡊ  し た・

ݺ ࿏ճ ଓ の患者バルブの向き を に・ し た 1

ݺ ݺ ޱ  ࿏ճޱ  ൖ ૹ ਓ ଓ ଓผ を 用 工   の  ではなく の・ に・ し た 1

ਓ使用中のݺ 工   

࿏ճޙ  ֎の が れた 、

 ଓ・ し た・

ݺ ࿏ճݺ ଆ ଓ ෦  ଆ ଓ の  に・ する ・ を に・ し た 1

ݺ ޱ  ݺ ߴ ྔ◌ྲྀ◌ޱ  ඓ ਓ ଓカ χュ ラ を 工   の  ではなく に・ し た 1

߹ ܭ

ݺ ◌ྫ৽� ਓ ४ උ  ◌ൃ ੜ� �ʢ ̏） ʹ ・   Λ ・ ʹ ・

̍ ҧ ͍ଓ  ঢ়  ） ・ ͷ
ݺ ݺ ݺ ࿏ճ৽ݺ ਓ ४ උ ଆ  ଆ ਓ　 たに 工   を し た・ に発生し た事例はす・ て  の  と を  に 工

ݺ ݺ Ճ Թ Ճ ࣪࿏ճଓ ଆ  ଆ ଓ ଆ  に・ し た事例であっ た。  の  と を  に・ すると 、  が  

ݺ Ճ ࣪ ଆ ஔ ঢ় ଶではなく にҐ するこ と になるため、 患者の  が さ れない になる。

ᶚ ʵ ̍ʵ ҧ ͍ਤ ද ଓ  ঢ়  ɹ ４ ɹ ・ ͷ

ҧ ͍ ༰ଓ  ・ ・ͷ ҧ ͍ଓ  ・ ʹ ΑΔӨ ਓݺ  শ ◌໊・  ͷ ˞  ݅◌ ・

ݺ ࿏ճ ଆ の  と

ݺ ଆ ݺ ਓを に 工

ଓ  に・ し た

Ճ ࣪Ճ Թ  が ・ さ れ

なかっ た

HAM I-5ON-C3 1

Inpnity ACS ークϫ

ステーショ ンNeo
1

SE37O-6 1

ෆ 明 2

߹ ܭ
  শ◌໊ ˞ܝ 事例に さ れていた を し た。

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙
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̎ ◌ྸ ◌ऀ） ・ͷ
 ◌ྸ  ݅◌　 患者の年 は、 0の事例が 3と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̑ ◌ྸਤ ද  ◌ऀɹ ɹ ・ͷ

◌ྸ ◌ऀ ・ͷ  ݅◌ ・

 03

 60・1

 0・1

߹ ܭ

◌ൃ ੜ ॴ̏ ） ・

બ ॴ　 事例で ・ さ れた発生場 を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̒ਤ ද ◌ൃ ੜ ॴɹ ɹ ・

◌ൃ ੜ ॴ  ݅◌・ ・

NIC6 3

病・ 2

߹ ܭ

࿈ ◌ྍ Պ４ ）  ・

બ খ  ݅◌　 事例で ・ さ れた関連・ 療科は、 ・ 科が 3と 多かっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̓ ࿈ ◌ྍ Պਤ දɹ ɹ  ・

 ࿈ ◌ྍ Պ・  ݅◌ ・

খ ・ 科 3

・  ݺ 科 1

ਆ 経科 1

߹ ܭ
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̑ ऀ◌ݧ ৬ छ ৬ छ （ܦ ・ ・ ・ ・ͱ
৬ ৬　 ・ 事者 種と 種経験年・ を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̔ ਤݧ ද ◌ऀ ৬ छ ৬ छ ɹܦ ɹ ・ ・ ・ ・ͱ

◌ऀ ৬ छ・ ・
৬ݧ छ ・ܦ ・

߹ ܭ
ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ʙ ・ ・ ʙ

2 ޢ ࢣ ̍0 0 0 3

◌ྟ চ 工学 ・ 2 1 0 0 0 3

ճ Մ◌ෳ˞ ・ 事者は ・ ・ が ・ である。

̒ ݺ Ԡਓ   ঢ়   ◌ऀ ର） ・ ・ Ө  ・ͷ ͱ ͷ
Ճ Թ Ճ ࣪ ࿏ճݯ Թଓ ◌ి໐　  のアラ ームが っ たが、 の・ 間ҧ いに ・ か・ 、 を いっ たΜ・ っ たり 、

Ճ Թ Ճ ࣪ Ԡ ◌ަ Ճ度センサーや  の  を 行っ たり するこ と で対 し ていた事例があっ た。 また、   が

 
࣪

◌  ◌ೖ ସ�ดᙹさ れないこ と により   ・   ・ 開チュ ーブが で し たため、 チュ ーブの れ を 行っ た

 ݅◌事例が 2報告さ れていた。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̕ ݺ Ԡਤ ද ਓ   ঢ়   ◌ऀ ରɹ ɹ ・ ・ Ө  ・ͷ ͱ ͷ

ਓݺ   ঢ়  / o ・ ͷ Ԡ ◌ऀ ର・ Ө  ・ͷ

̍

Ճ Թ Ճ ࣪ ◌ྟਫ ෆ চ໐ の Ґ ・ アラ ームが っ た。 工学

Ճ Թ Ճ ࣪  Մ ੑด ・ より  のチュ ーブ の ・ がある

ࢦ Ճ Թ Ճ ࣪  ◌ަ ࿏ճఠ ଓと さ れ、  を  し たが、 の・

ޙ  ผ間ҧ いには ・ かなかっ た。 その 、 の患者の同

ݺ ݺ Իਓ 種の 工   の  ・  の と 、 ・  患者の

ݺ ݺ Իਓ 工   の  ・  の がҧ う こ と に ・ き、

 ࿏ ࢄ� ճ ଓด  ・ 開チュ ーブの を たが、 の・ 間

ҧ いには ・ かなかっ た。

Ճ ࣪ ঢ় ଶさ れない で  が行Θれたこ と により

 ด  ・ 開チュ ーブが し た。   ・ 開チュ ー

ݻ ަ◌ ݻ ࢍ  ணᙹブを  し たと こ Ζ、 ・ に い が し て

いた。

̎

Ճ Թ Ճ ࣪ ◌ྟԿ চ໐ のアラ ームが 度か り 、 工学 ・

Ճ Թ Ճ ࣪ ૬ݯ ஊ ◌ి ୴に し たと こ Ζ、  の をҰ Φ にϑ

するこޙ  と を提案さ れ、 実施すると その はアラ ーム

Ճ Թ Ճ ࣪  ◌ަ໐が ら なかっ た。  の  など を 行っ た

ޙ  ޡ  ଓが、 3日 まで ・ には ・ かなかっ た。

  ಓ ൻ ด分 ・ によ り   チュ ーブ が し たた

ճ◌ೖ ସ�め、 チュ ーブの れ を2 行っ た。

Ճ Թ Ճ ࣪ ճස ໐̏  のアラ ームが に っ た。 ঢ় ଶ ม患者の に 化はなかっ た。

４

Թޱ ݩ Լ Թ໐度・ のアラ ームが り 、 の 度は34度、

Ճ Թ Ճ ࣪ Թ の 度は 35度をޢ ࢣ ・ し ていた。  は

ࢣ ݪ ݕ  ◌ަԹ ঢ়医 と Ҽ を し 、 度センサーを  し たが

ม は Θら なかっ た。

  なし

̑ Ճ Թ Ճ ࣪ ճස ໐ のアラ ームが に っ た。   なし
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◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙

–  –
医 療事 故 情 報収 集 等事 業 　 第 7 2 回 報 告 書



̓ ൃ◌ݟ （ܖ  ͷ
ݟ ཧଓ 　ܖ ・ 間ҧ いを 発 し た  を ・ し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̌ ਤݟ ද ◌ൃ ɹܖ ɹ  ͷ

ݟ ൃ◌ݟ ◌ऀ ◌ൃ ܖ  ͷ

 ޢ ࢣ
ݺ Ճ ࣪࿏ճ ಶ ਫ ణ・   に り や がないこ と で がさ れていないのではないかと  ・ き

◌ྟ চ、

བྷ
工学 ・ に連 し た。

◌ྟ চ 工学 ・

ݺ ࿏ ߴ ճ௨ ◌ৗ ස ਓ・  より アラ ームの発生 度が いため、 工   の を確認し た。

Ճ Թ Ճ ࣪  ࣪ Ճ Թ Ճ ◌ަ Թ ໐・   を  し 、  の・ アラ ームが っ たため確認し た。

ࢣ ݪ ޢ ݕ Թ Լ・   から 度・ アラ ームの Ҽ の依頼があり 確認し た。

̔ ◌ྫ ༰
） ・ ・ͷ

༰ओ　 な事例の・ を 紹介する。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̍ ◌ྫ ༰ਤ දɹ ɹ ・ ・ͷ
ނ  ༰

/ o ・ ・ͷ ނ  ཁ
എ ・ܠ Ҽͷ վ ળ

ݺ ࿏
ճਓ 工   の の組Έ 立て・ に ਓ、 工

ݺ ଆ  の  
࿏

ճ（ Insp） に  ݺ、

ଆݺ  （ EYp） に  
࿏

ճ ଓを ・ す・ き と こ

ଓΖ、  に・ し た Ճ Թ Ճ ࣪ ਫ ෆ。  の Ґ

◌ྟ
Ճচ・ アラ ームがあり 、 工学 ・ よ り

Թ Ճ ࣪  Մ ੑด チュ ーブの の ・ がある

ࢦ Ճ Թ Ճ ࣪  ◌ަఠと さ れ、  を  し たが 、

࿏
ճ ଓの・ 間ҧ いには ・ かなかっ た 。

ޙ ݺ ਓผその 、 の患者の同 種の 工   

の  ݺ Ի・  の と 、ਓݺ ・  患者の 工

  の  ݺ Ի・  の がҧ う こ と に ・

。ดいたࢄ�     ・ 開チュ ーブ の を 、

 ◌ަ  ・ 開チュ ーブを  し たと こ Ζ、 ・

ݻ ࢍ ݻ ணᙹに い が し ていた。 こ の・ も 、

࿏
ճ ଓの・ 間ҧ いには ・ かなかっ た 。

Ճ Թ Ճ ࣪  ◌ަ を ޙ   し た Թ、 ・ アラ ーム

◌ྟ
চ໐が っ たため 工学 ・ が確認し た際

࿏ݟ
ճ ଓに の・ 間ҧ いを発 し た。

 ◌ྟ
চ・ 工学 

◌ྨ
ਓผ・ は、 の種 の

工ݺ   を ・5ޙ  組Έ 立てた 、 最

・にޙ    種（ HAM I-5ON-C3）

の組Έ 立てを行っ た。

લ・ 使用 のチΣッ ク リ スト に  ・

ݺ ଓ の・ 間ҧ いを チΣッ ク す

 ߲◌る 目がなかっ た。

・ݺ   
࿏

ճ は  ݺଆ ・  ଆ を  

にしࡖ  ても つながる ・ であっ た。

ݺ ࿏
ճ・   は ）੨ݺ   ） と  

৭（ 白） の 分けがさ れていた。

ݺ ࿏ޱ 
ճਓ ଓ ◌্・  工   の ・ の に

੨それ・ れ、   （ ） ・ݺ  （ 白）

ද と し ていた。

ྟ◌ ݺ
চ ਓ・ 工学 ・ が 工   の組

ಈΈޙ   立て ・ に を 確認し た 、

ޢ ࢣ ◌ྟ
চຢ使用・ に は 工学 

◌ྟ
・ がチΣッ ク する 体制から 、

 চ ಈ工学 ・ が組Έ 立て・ に

ޙ  ◌ྟ
চผを 確認し た 、 の 工学 

・มࡊ  が確認する体制に する。

గ ଓ・  チΣッ ク リ スト を改 し 、 ・ 間

 ߲◌ Ճҧ いに関する 確認 目を ・ し

ʮ ࿏
ճ ଓた。 ・ の確認（ ・ݺ  

 ʯが合っ ているか） と   し た。

・  テ プ ラ で の  ݺ ද ・  の 、

 ߲◌ ՃチΣッ ク リ ス ト に 目を ・ し

◌ྟ
চたこ と について、 工学 ・

に周知し た。

・  ʮ ʯ࿏ ࿏
ճ ճ౩ खॱॻ ४ උ病 用ハミ ルト ン（ C3） 組Έ の に、 ・ ・ 、 組

 ʮ ʯ࿏ ࿏
ճ ճखॱ ਅ खॱ औܝの説明と ・ を し た。 組 の 2. を り ・ ける

ʮ ଆに、 ˞ ィ ルλーに  ϑ ݺ ੨ݺ  ଆ ห（ ）、 に ʯண（ 白） を ・ 、

ʮ ʯ  స 要・ ҙ ʂ ʂ と  し た。

ࢥ ޡ ࢸ ଓ・  ・ でき ない対策が必要と Θれるが、 そのよう な対策には っ て

いない。

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙

–  –
医 療 事故 情 報収 集 等 事業 　 第 7 2 回報 告 書



ނ  ༰
/ o ・ ・ͷ ނ  ཁ

എ ・ܠ Ҽͷ վ ળ

Ԧ  ఇ ・ 開のため ޢ ࢣ ਓ、 GC6 の が

工ݺ   をセッ ト アッ プし た。 その際に、

ॴݺ ਓอ  GC6 ・ の 場 で 工   本体から

ݺ ࿏
ճ ֎ ଓ  と  の が れており ・ し ・

ޢ ࢣ ଓ ෆし た。  は・ に 安を  ͡ ઌ ഐ、

ࢣ ޢ ࢣ ૬ ஊ と 医 に し たが 、ࢣ 医 は組Έ

立てに関し て・ Ѳ し ていないと 言い、  

Ԧ ఇ ・ 開の立・ 合いに向かっ た 。 補助

ਓݺ खज़� ൖ ૹ員が 工   を へ し た 。 患

ࣨ 者がNIC6 に し た・ ݺ Ճਓ、 工   の

 
࣪

◌ ࢣ ఠができࢦ ていないと 医 から があり 、

◌ྟ བྷ
চ 工学 ・ に連 し た

◌ྟ
চ。 し かし 工

લ ಈ๚学 ・ が れる にバッ テ リ ー から

ݯ ి◌ࡊ  ଓ ม・ に し たλイ ミ ン グで改善さ

ྟ◌ݕ
চれていたため、 工学 ・ は・ のΈ

 ࣪ Ճ Թ Ճ 施行しޙ  た。 その  、  のアラ ー

◌ྟ
Կ চ ૬ ஊ໐ムが 度か っ た。 工学 ・ に

Ճ Թ Ճ ࣪ ి◌ݯ ୴する と 、  の を Ұ Φ にϑ

する こ と を 提案さ れたため実施し たと こ

ޙ  ໐Ζ、 その はアラ ームが ら なかっ た。

ཌ ཌ
४ ଳ ଳ ಓ日の ・ と ʑ 日の日 で 分

 ൻ ◌ೖด・ によ る のため  チュ ーブの

ճସ� ൈ◌  れ を2 行っ た。 し たチュ ーブの

ઌݻ ൻ ண・ には まっ た分 ・ が・ し ていた。

Ճ Թ Ճ ࣪  ◌ަ の  などを 行っ ていたが、

ޡ  ଓ・ には ・ かなかっ た 。ޙ  3日 の日 

ࢣ ޢ ݺ ࿏
ճଳ ಶでリ ーダー が  に り や

ݟ Ճ ࣪ਫ ణ がないのを て がさ れていない

ࢥ ◌ྟ
Ճচのではないかと い、 工学 ・ へ

Թ Ճ ࣪  ◌ަ の  を 依頼し た。 その際に 

ݺ ݺ ࿏
ճ ଓ と  の  が に・ さ れてい

たこ と が分かっ た。

ݺ ࿏ޢ ࢣ
ճ ճ४ උ・   を し た は

࿏
ଓ ෆ ઌ ഐ  の・ が 安で あり 、

ࢣ ޢ ࢣ ղ૬ ஊと 医 に し たが 決で

き なかっ た。

◌ྟ བྷ
চ・  NIC6 から 工学 ・ に連 し

たが、 同 ͡λイ ミ ン グで 実施し

Ճ ݯ Թ Ճ ࣪◌ి ସ�た し が  の

 ಈ にӨ  を 与・ 、 問題が分か

り にく く なっ た。

Ճ Թ Ճ ࣪・   のア ラ ームは大き な

໐問題がな く て も る こ と がある

 Ճ Թ Ճ ࣪ճため、 の  アラ ー

ム発生を 大き な 問題と し て 認・

でき なかっ た。

ཌ ཌ ◌ྟ
চ・  日、 ʑ 日の 工学 ・ ・

ࢣ ݕ ・の ޢ ݟ で 発 で き な かっ

た。

 ด・    チュ ーブの が ճ2 発生し

た が、 2.5mmの  チ ュ ーブ で

は ◌ৗこ る こ と がある ため、 ҟ

と は ͡なかっ た。

ղ◌ৗ・  医療  のҟ を 決で き ない

◌ྟ
চ ૬ ஊ場合は 工学 ・ に する。

৬ݟ ◌্・  各 種で 知・ 向 、 業務の ・

ਤし を る。

ྟ◌ ݺ
চ ෦ ਓ・ 工学 で、 工   の・

ݕ ◌߲ ݟ 目を ・ す。

 ◌ྨ ◌ྫ
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̕ ཁओ എ （ܠ ɾ Ҽͳ

ཧओ എ 　ܠ な ・ 要Ҽ を ・ し て・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̎ ཁਤ ද ओ എ ɹܠ ɹ ɾ Ҽͳ

˓  ͢Δ ͜ ・ ʹ ͱ
ਓݺ લ・  工   の使用 のチΣッ ク リ スト に  ݺ ࿏  ߲◌ճ ଓ・  の の・ 間ҧ いを チΣッ ク する 目がなかっ

た。

ޙ  ࿏ճ ଓ・  組Έ 立て に の・ についてダブルチΣッ ク をし ていなかっ た。

 ◌ྟ চ・ 工学 ݺਓ・ は、 工   
ཧ

中の患者に対し てラ ・ ンド を 毎日実施し ていたが、 とޱ ݺ   へޱ  

࿏  ߲◌ճ ଓ ਖ਼の の・ が し いかの確認 目がなかっ た。

˓ ྨ◌ݺ ༻◌ෳ छ ਓ・ ・   ・ͷ ͷ ͷ
ݺ ޙ  ྟ◌ ޙ  ◌ྨচ ਓผ・ 工学 ・ は、 の種 の 工   を5・ 組Έ 立てた 、 最 に・   種を組Έ 立てた。

ݺ ਓྨ◌ޱ   ◌ෳ ଆ ଆ・  工   の種 は ・ あり 、   がӈ の  と の  があるため分かり にく かっ た。

˓ ݟ  ͢Δ ͜◌ൃ ・ Εʹͷ ͱ
ݺ ࿏ݺ ࿏ճ ճਓ ଆ  ଆ ଓ・  工   へ  と を ・ 対に・ し た場合 Ճ ࣪ Ճ Թ Թ ଓ、  の・ アラ ームが・ し て

࿏ճ ଓ発生するため の・ 間ҧ いに ・ く こ と ができ るが Թอ、 患者は・ Υー ーを 使用し て全・ を しϚ

Թ அ ଓていたため、 ・ アラ ームの発生は 的であっ た。

 ด・    チュ ーブの が ճ 2ܘ 発生し たが、 ・ ・ 出生体重・ に使用する・ 2.5 mmの  チュ ーブでは 

◌ৗこ るこ と があるため、 ҟ と は ͡なかっ た。

Ճ Թ Ճ ࣪ ໐・   のアラ ームは大き な問題がなく ても るこ と があるため  ճ、 のアラ ーム発生を 大き な問

題と し て認・ し なかっ た。

̍ ̌  ͔ ͞ Ε ͨ◌ྍ  վ ળใ） ҩ Β

ओ　 医療 関から 報告さ れた な改善策を ・ す。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̏  ͔ ͞ Ε ͨ◌ྍ  վਤ ද ળใɹ ɹ ҩ Β

˓ ݟ  ߲◌ ・ ・ ・ ・ͷ

 ◌ྟ চ・ 工学 ݺਓ・ による 工 લの使用◌߲ ݕ   ・ 使用中・ 目に  ݺ・  
࿏  ߲◌ճ ଓ ਖ਼の の・ が し いかの

Ճ目を・ する。

ྟ◌ ݺ চ ਓ・ 工学 ・ が毎日実施する 工   使用患者に対するラ ・ ンド で
࿏ճ ଓ ਖ਼、 の・ が し いかを 確認

 ߲◌目に める。

ࢣ ޢ ݕ  ݺ ࿏  ߲◌ճ Ճਓ ද ૬ ஊ ଓ・   の 工 ・ について3S5委員会へ し 、 の・ 確認の 目を・ する。

ਓݺ గ・  工   のチΣッ ク リ スト を改 し 、
࿏ ߲◌ Ճ ճଓ ଓ・ 間ҧ いに関する確認 目を・ し て、 ・ の確認（  

ݺ   ・  が合っ ているか） と  し た。

˓ ◌ෳ ◌໊・ ʹ ΑΔ ・

ྟ◌ ݺ ࿏ճচ ਓ・ 工学 ・ が 工   の組Έ 立てを行い、 ޙ   ◌ྟಈ চผを確認し た 、 の 工学 ・ が確認する。

◌ෳ（ ・ 報告あり ）

 ◌ྟ চ ৬・ 工学 ・ と 多 種間でダブルチΣッ ク を実施する。

ݺ Ҏ ◌ަ࿏ճਓ ਓ ◌্・  工   の  ・ は2 でチΣッ ク を行う 。

˓ վखॱॻ గͷ
 ࿏ ࿏ճ ճଓ खॱॻ ४ උ खॱ ਅ ・ܝ  の・ ・ の に、 ・ ・ 、 組Έ 立て の説明と ・ を し た。

ʮ ʯ ʮ࿏ ࿏ճ ճखॱ औ ଆ・  組Έ 立て の 2. を り ・ ける の中に、 ˞ ィ ルλーに  ϑ ݺ ੨ݺ  ଆ ห（ ）、 に

ʯ ʮ ʯ  ண స（ 白） を・ 、  要・ ҙ ʂ ʂ と  し た。

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙
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˓ म ҭݚ ɾ

ࢣ ޢ ݺ ࿏ճਓ ଓษ・   への 工   の 強会を開催し 、 の・ の確認について説明する。

˓ ਓݺ ৭ ද ・   ・ ・ͷ
ݺ ਓޱ ޱ  ݺ ৭ ష・  工   の本体の   ・ それ・ れが分かるよう にテープで 分けし て る。

˓ Ԡ◌ৗ ◌ൃ ੜ ରҟ ・ ͷ
ޢ ࢣ ◌ྟղ◌ৗ চ ૬ ஊ・   は、 医療  のҟ を 決できない場合は 工学 ・ に する。

༺ݺ ൖࡊ�� ྫ◌ ૹ ਓ ◌ൃ ੜ� �มʢ ４ ） ・   ʹ ・ ʹ ・

̍ ҧ ͍ଓ  ঢ়  ） ・ ͷ
ݺ ࣨ ݕ ཧ  ݺ ਓࡊ  ൖ ૹ ൖ ૹ ਓ ม　 工 中の患者を などに するため、 用 工   に し た・ に発生し た

ࢄ ྨ◌  ճ ॻ ൖ ݅◌事例は 2報告さ れていた。 ・ と し て、 本事業の第 42 報告 の 発・ ・ 事例の分析でも

ૹݺ ਓ ଓ औ ◌্�用 工   の患者バルブの向き を  に・ し た事例を り ており 、 医療 関から 提供いた

ͩ  ਅ ಈ ଓ◌ํ หܝいた・ を し ている。 患者バルブはҰ の き を するため、  向き に・ すると   がで

き なく なる。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍ ҧ ͍ਤ ද ଓ  ঢ়  ɹ ４ ɹ ・ ͷ

ҧ ͍ ༰ଓ  ・ ・ͷ ҧ ͍ଓ  ・ ʹ ΑΔӨ ਓݺ  শ ◌໊・  ˞ͷ

ൖݺ ૹ ਓ ଓ用 工   の患者バルブの向き を に・ し た

  ができなかっ た

パラ パッ ク

ݺ ݺ ࿏ճޱ  ൖ ૹ ਓ ผ を 用 工   の  ではなく の 

ଓޱ  ଓ・ に・ し た
ෆ 明

  শ◌໊ ˞ܝ 事例に さ れていた を し た。

̎ ◌ྫ ༰
） ・ ・ͷ

༰ओ　 な事例の・ を 紹介する。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̑ ◌ྫ ༰ਤ දɹ ɹ ・ ・ͷ
ނ  ༰

・ ・ͷ ނ  ཁ
എ ・ܠ Ҽͷ վ ળ

༺ݺ ◌ྫ
ൖ ૹ ਓ    ◌ऀ ଓ� �・ ό ・ ・ Λ ʹ ・ ・ϧ ϒͷ ͷ

ਓݺ ண患者は 工   を ・ 中であっ た 。ਓ ݕ M 3I 用の

工ݺ �ସࢣ   ◌໊（ パラ パッ ク ） につな・ て、 医2 、

◌ྟ
চ 工学 ・ ࢣ ޢ   ଓ ಈ、  で・ や  の に問題がな

ಈ ணいこ と を 確認し た。 患者にҠ 用の χλを ・ しϞ

ࢣ 、て໊◌ޢ ࢣ 医2 と ࣨ ݕ  ൖ ૹ◌໊1 でM 3I へ し た。

ࣨ ݕ �ೖ◌ࣨ ݕ ઐM3I へ し 、 M3I 用のSpO 2 χλをϞ

ண ඇ ◌ৗ ৮ ෆ・ し たと こ Ζ、 ・ が に・ く 、   の・ 良の

ݪ Մݺ Կੑ  ঢ় ଶ・ あるいは ら かの Ҽ による のѱ 化が

ࢄ� ࣨ ݕ ݕ அ લ�ら れたため、 を 中 し て の へ患者

 લ� ผを 運び出し た。 で 度、 のSpO2 ணχλを ・ しϞ

ଌ ෆ ৭ ඇ ◌ৗたと こ Ζ、 定 ・ であっ た。 また、  が にѱ

ಈ ৮ ঢ়    ܱ◌く 、 が 知でき ない であっ た 。ఀ◌ࢭ 心 が 

  ଈ ഏ ◌ો ഥΘれたため、 に心 生を 開・ し 、 心 が 開し

。たޙ  その 、 患者バルブの向き が であっ たこ と に 

・ いた。

・  患者バルブ は 向き で

ଓもࡖ  ・ で き る ・ で

あっ た。

ʮଆ ໘・  患者バルブの の 患

ʯଆ ද 者 と いう がΘ

かり にく かっ た。

・  SpO2 Լが・ し た 際、 Ϟ

χλのア ラ ームを 認・

でき なかっ た。

・ޙ    はパラ パッ ク を使用・ ・ 、 医

ࢣ ख   による用 で M ݕ 3I に対

Ԡ する。

ಘ�・  やΉ を パラ パッ ク を使用する

◌ྖ
◌্  場合には集中・ 療 域の 医の

◌ྟ
औ চ ෦確認を っ たう ・ で、 工学

◌ିに 出を依頼する。

 ʮ◌ྟ
চ ෦・  使用の際は 工学 成の パ

ݕ ʯ ʮ ࿏
ճදラࡖ  パッ ク 使用・ 、 成

ʯ ）ਅޢ ࢣࢣ ・ ） のも と 、 医   、 、

ྟ◌ޙ 
চ 工学 ・ で確認 に使用する。

ཧ  ݺ
ਓ ൖ ૹ・  工 中の患者の につ

 खॱいて病院と し ての を 成する。

 ◌ྨ ◌ྫ
◌ൃ ੳɾ ・ 事 ・ͷ ̍ ʳ ݺ ҧ ͍࿏ਓ ଓ  શ・   回 ・ ʢ 医療 ҆ 情報/ P2 ʣʲ ͷ˙
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ʢ ̑ ݺ Ε ͨ ༺ޙ   ࿏◌ ◌ྫճ ֎த ਓ ଓ� � ◌ൃ ੜ� �） ・ ・   ɺ ・ ・ ʹ ・ͷ ͷ
̍ ҧ ͍ଓ  ঢ়  ） ・ ͷ

ݺ ࿏ճޙ  ֎ਓ　 使用中の 工   の が れた ଓߴ    ݅◌、 ・ し た・ に発生し た事例が 2報告さ れていた。

ස ৼ ಈ  度 ๏療ݺ  （ HFO7 ɿ high freRuency oscil latory Wentilation） を 実施中、  
࿏ճ の  ଆ

ݺ ޡ ޙ ݺ ࿏֎ ճ෦  ଆ ଓの ・ が れた  、 っ て  の に・ し た事例と ๏  、 ・ 素療 ・ （ ハイ ロ ーセラϑ

ϐ （ਓーݺ  を ・ し た 工   
ߴ ྔ◌ྲྀ◌ ֎ඓから カ χュ ラ （ high-qoX  nasal cannulaɿ HFNC） が れた

ݺ ޡ ޙ  ݺ ਓޱ  ଓ 、 っ て 工   の に・ し た事例であっ た。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̒ ҧ ͍ਤ ද ଓ  ঢ়  ɹ ɹ ・ ͷ

ҧ ͍ ༰ଓ  ・ ・ͷ ҧ ͍ଓ  ・ ʹ ΑΔӨ ਓݺ  শ ◌໊・  ͷ ˞

ݺ ࿏ճޙ  ֎ଆ ଓ ෦ の  に・ する ・ が れた 、

ଆ ݺ ଓに・ し た
ৼ ಈ ऑHFO7 の が く なっ た

イ ン Νン ト ベン チレ ーλϑ  

S-E5000

ߴ ྔ◌ྲྀ◌ޙ  ֎ඓ ਓカ χュ ラ （ HFNC） が れた 、 工

ݺ ޱ  ݺ ޱ  ଓ  の  ではなく に・ し た
ローが出なく なっ たϑ MONNA- 560

  শ◌໊ ˞ܝ 事例に さ れていた を し た。

̎ ◌ྫ ༰
） ・ ・ͷ

༰ओ　 な事例の・ を 紹介する。

ᶚ ʵ ̍ʵ ̍̓ ◌ྫ ༰ਤ දɹ ɹ ・ ・ͷ
ނ  ༰

・ ・ͷ ނ  ཁ
എ ・ܠ Ҽͷ վ ળ

͜    ݺ Δ ޱ  ݺ ࿏ޱ  ◌ྫ
ճ ਓ ଓ� ଓ� �) ' / C Λ ・ ʹ ・ Ζ ʹ ・ ・ͷ ͷ ͱ

৽ 患者はܕ コ ロ ナ・ イ ルス છ ・ による

Ԍ ཧ  ݺ
ഏ ਓのた め 工 を さ れて いた

ঢ়ݺ ൚ ਓܕが、 ・ が改善し たため、 用 工

  を 使用し て
ཌ

HFNCを 開・ し た。 日

ޢ ࢣ ๚  の・ 間、  が し た際には  本

◌ৗ ඓ体にҟ はなく 、 ・ よ り ロ ーがあるϑ

こ と を確認できていた。 患者はSpO23 ˋ

ޙ ݺ աલ ◌ૌ�で経 し ており 、   の も な

ޙ ݺ ਓ ଓかっ た。 その 、 工   に・ し て

࿏
ճ ֎いた ィ ルλー・ と が れϑ 、ਓݺ 工

ଓ  に・ し ・ し た。 HFNC開・ から ・

45分ޙ  に患者のSpO2 Լが83 まで・ し 、ˋ

ඓ๚  する と ・ より ϑ ロ ーが出ていない

ݟ ਓこݺ と を 発 し た。 工   の本体から

のアラ ームはなく 、 ・ 素配 なども 確認

◌ৗし たがҟ はなかっ た。 す・ にリ βーバ

バッ グ・ ス ク に ・Ϛ ସ�り 、 ・ やかに

SpO2は 5 まで改善し たˋ
◌ྟ

চ。 工学 ・

ࢣ བྷ ࿏
ճと 医 に連 し 、 確認し たと こ Ζ、

ݺ ਓޱ  ݺ ଓが 工   の に・ さ れていた。

࿏
ճ ঢ় ଶ・  HFNC開・ ・ には の を 確認

し ており 、 SpO2 Լ ਖ਼の・ はなく 、 し

ଓくࢄ�  ・ さ れていたと ら れる。

ݺ ࿏
ճ ֎ਓ ଓ・  工   と の・ が れたこ

ݩ ݪ とࢄ�  が大 の Ҽ と ら れる。

ݺ ࿏
ճਓ・  工   と の ィ ルλーの・ϑ

ޱ  ֎ଓ ୯ܘは、 は合っ ており  に れ

ଞ ൺ  ないが、 の ィ ルλーと し てϑ

ଓ・ が いと  ͡ら れた。

ଞ・  使用する ィ ルλーを のも のにϑ

 ◌ަ し た。

・ਓݺ  工   を 使用し て HFNCを 実

施する 場合には、 アラ ームが΄ と

Μど ・ し ないこ と を周知し た。

සߴ  ౩・  HFNCの使用 度が い病 には、

ผ院・ 全体への周知と は に事例と

改善策の周知を行っ た。

ޙ  ݺ ࿏ޱ 
ճ ֎ ଓ ෆ・  が れた どのよう にし て に・ さ れたかは 明である。

ݺ ݺ ࿏ޱ 
ճ ਓ・   は 工   の  ޱ  ݺ Մଓ・ のど・ ら にも ・ ・ であり औ、

ҧ ͑ ଓりࡖ  て・ し ても   さ れる よ う な ・ と なっ ている が、 HFNCは  

ޱ  ݺ ޱ  ଓ ૹ  ঢ়  し か使用し ないため、 に・ すると さ れない と なる。

དྷݺ
ਓ・  本 、 工   は生

ཧ
◌໋ ҡ ・  ஔ・ であり アラ ーム ・ ◌ॆが 実し ている

が、 HFNC目的で使用する場合には、 アラ ームが΄ と Μど ・ し ない。

Ҏ ֎ ஔ๏・  HFNCは・ 素療 であり 、 本事例で使用し ていた  の・ にも アラ ー

ム උ ঢ় ଶ ม・ は΄ と Μど・ さ れていないため、 患者 の 化でし かト ラ ブル

に ・ く こ と ができない。
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ʢ ̒ ） · Ίͱ
ʮ ݺ ʯ࿏ճਓ ଓ　 工   の ・ 間ҧ い ճ ॻ（ 医療安全情報 No.24） について、 第42 報告 の分析対象 間

ޙ   ◌ྨ ◌ྨऔ ◌্� ৽ ਓ໘に報告さ れた 発・ ・ 事例を り た。 発生場 を も と に事例を 分 し たと こ Ζ、 たに 工

ݺ ݺ ݺ ࿏ճ४ݺ උ ଆ  ଆ ਓ ଓ  を し た・ に  の  と を  に 工   に・ し た事例が最も 多く 、 その

ݺ ݺ ࡊ ࿏ޙ   ճ ֎ଞ ൖ ૹ ਓ ਓ ଓมに 用 工   に し た・ に発生し た事例、 使用中の 工   の が れた  、 ・

し た・ に発生し た事例が報告さ れていた。

ݺ ݺ ݺ ࿏ճ৽ݺ ਓ ४ උ ଆ  ଆ ਓ ଓ　 たに 工   を し た・ に  の  と を  に 工   に・ し た事例につ

Ԡ ཧॴ ओ എ 、いてはܠ 発生場 や関連・ 療科、 患者へのӨ  や対 などを ・ し て・ し 、 な 要Ҽ 、 医療 関

ݺ Ճ Թ Ճ ࣪ ଆݺ  ଆ ଓ  ଆから 報告さ れた改善策を 紹介し た。   と を  に・ し たこ と により  が に

Ճ ࣪  ஔ ◌ೖดᙹҐ するこ と になり 、   が さ れ・ 、   ・   ・ 開チュ ーブが で し たためチュ ーブの

ݺ Ճ Թ Ճ ࣪࿏ճସ� ਖ਼ ଓれ を 要し た事例が報告さ れていた。  を し く ・ するこ と が基本であるが、  

ݺ Մ◌ৗࢄ�  ଆ  ଆ ଓ ੑ໐のアラ ームが るなどのҟ を 認めた際は、   ・ が に・ さ れている ・ を て確

認する必要がある。

ଞݺ ओ ൖ ૹ ਓ໘　 また、 その の発生場 の事例について概要を ・ し 、 な事例を 紹介し た。 用 工   は、

ݺ ޱ  ਓޡ  ଓ 種によっ ては患者バルブの向き や 工   の・ を ると   ができ なく なり 、 患者に重大な

Մݺ ੑ ൖ ૹ ਓ खॱ උӨ  を 与・ る ・ がある。 用 工   の使用に関する や χュ アルを ・ し 、 使用するϚ

৬ 員に周知するこ と が必要である。

 ◌ྨ ◌ྫ
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